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お
手
紙
に
千
里
線
で
な
く
て
千
里
山
線
と
呼
び
た
い
と
あ

り
ま
し
た
が
全
く
同
感
、
「
丘
の
上
に
咲
い
た
文
化
の
華
」
と

大
き
く
題
が
付
け
ら
れ
、
千
里
山
の
今
昔
が
と
て
も
魅
力
的

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
ご
紹
介
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
薄
暮
の
噴

水
の
写
真
に
は
樺
山
さ
ん
の
「
こ
ん
な
に
き
れ
い
か
し

ら、

プ
ロ
が
撮
っ
た
ど
こ
の
町
か
と
思
い
ま
す
ね
」
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
見
づ
ら
い
の
で
す
が
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和

二
十
五
年
の

閉
園
迄

の
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に
千

二
に
お
ら

れ
た
方
々

に
は
懐
か
し
い
千
里
山
遊
園

の
飛
行
塔
の
貴
重
な
写
真
、
待
っ
て
る
人
が
全
然
い
な
く
て

、

係
の
人
が
サ

ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た
の
か
、
普
通
の
何
倍
も
の

時
間
、
上
が
っ
た
ま
ま
ぐ
る
ぐ
る
回
り
続
け
、
怖
く
な
っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

下

の

竹
薮
と
電
車
の
写
真
は
樺
山
さ

ん
に
よ
る
と
、
千
里
山
か
ら
南
千
里
の
方
へ
少
し
行
っ
た
と

こ
ろ
の
、
線
路
の
上
の
橋
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、

と

の

こ

と

で

す

。
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山
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具
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園
の
住
宅
地
に
な
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っ
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進
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れ
た
噴
水
=
街
の
シ
ン
ボ
ル
だ

.

.
 乎
星
山
駅
の
周
辺
。
線
路
の
西
側

(
在
}
に
千
里
山
住
宅
地
が
あ

る
H
い
ず
れ
も
大
阪
府
吹
田
市

@

-
千
霊
山
道
・
に
あ
っ
た
飛
行
猶
ュ
つ
り
下
げ
ら
れ
た
ゴ
ン
ド
ラ
が

上
昇
す
る
と
大
阪
市
内
が
一
望
で
き
た
と
い
う

@

@
千
豊
山
花
櫨哩を
P
Rす
る
昭
和
初
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の
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ず
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も
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西
大
年
阜
義
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上
。
英
国
風
の
優
雅
な
窓
は
歓
え
る
ほ

ど
に
な
り
、
当
時
の
棟
子
を
知
る
住
民

も
少
な
く
な
っ
た
.

そ
ん
な
な
か
、
レ
ッ
チ
ワ
1
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で
一

番
人
気
の
パ
ブ
「
ア
リ
ー
ナ
タ
ヴ

7
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」
の
支
底
が
似
年
、
噴
水
近
く
に
開

援
し
た
。
経
営
す
る
ミ
グ
・
イ
シ
モ
ト

さ
ん
(
組
制
)
は
「
衡
か
ら
英
国
の
慮
り
が

消
え
て
い
え
ル
l
ツ
を
取
り
戻
νた

い
」
と
の
思
い
か
ら
本
庄
へ
修
業
に
出

か
け
、
「
の
れ
ん
分
け
」
を
し
て
も
ら

っ
た
。
内
拙
置
も
割
相
理
も
本
市
固
と
そ
っ
く

り
だ
と
か
.

関
西
大
の
学
生
ら
は
今
年
4
月
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
干
車
山
大
疋
ロ

マ
ン
竃
勝
博
物
館
」
を
開
殴
し
、
大
学

や
金
民
が
所
蔵
す
る
宮
棄
な
ど
で
往
時

の
附
置
を
紹
介
し
て
い
る
.
企
画
に
加
わ

っ
た
大
学
院
生
の
盤
以
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奈
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ん
(
お
)
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ゼ
ミ
教
官
の
研
兜
で
千
里
山
の
歴
史

を
知
り
、
「
ハ
イ
カ
ラ
な
衡
を
造
っ
た

大
正
時
代
の
彊
想
の
高
さ
に
・
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し

た
」
と
い
う。

衡
の
生
い
立
ち
一
を
知
れ
ば
、
震
朗
日
が

わ
く
・
そ
ん
な
人
が
憎
唱
え
れ
ば
、

今
も

周
囲
に
材
旅
が
残
る
田
園
郵
市
は
鯵
カ

を
失
わ
な
い
だ
ろ
う
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